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私
は
宇
佐
美
承
氏
の
有
名
な
著
作『
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
』の
数
多
く
い
る
主
人
公
の
一
人
と
認
識
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
各
地
で
行
わ
れ
た
、「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
展
に
浦
久
保
の
絵
が
展
示
さ
れ
た
様
子
が
な
い
。
宇

佐
美
氏
に
よ
る
と
落
ち
着
い
た
居
場
所
が
な
く
、「
暴
れ
ん
坊
」「
女
好
き
」「
礼
儀
を
知
ら
な
い
こ
と
」
が
災
い

し
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
作
品
を
見
て
驚
い
た
。
こ
の
よ
う
な
穏
や
か
な
時
期
が
あ
の
浦
久
保
に
あ
っ
た
の
か
？　

独

立
展
出
品
作
の
リ
ス
ト
に
な
く
、
い
つ
の
作
品
か
全
く
見
当
が
つ
か
な
い
。
宇
佐
美
氏
に
よ
る
と
長
い
晩
年
の

面
倒
を
見
て
く
れ
た
女
性
が
い
た
。
そ
の
人
と
一
緒
に
「
水
郷
」
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

よ
く
見
る
と
穏

や
か
だ
が
風
が
強
く
感
じ
る
。
浦
久
保
の
生
涯
を
象
徴
す
る
よ
う
な
強
風
だ
。

　

だ
が
、
強
風
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
ま
わ
り
は
迷
惑
だ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
浦
久
保
に
と
っ
て
そ
の
人
生
は
、

好
き
な
事
を
思
う
存
分
し
て
、
満
足
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

戦
前
に
「
着
流
し
で
強
風
の
中
を
飄
々
と
歩
い
て
い
く
」
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
私
の
中
に
は
あ
る
の
だ
。

小
山
美
枝
（
東
京
都
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
）

浦
久
保
義
信
《
水
郷
》

破
天
荒
な
画
家
の
穏
や
か
な
日

浦久保義信（うらくぼ・よしのぶ／ 1903 − 1988 年）
奈良市生れ。渡英、滞仏。1923 年帰国。三岸好太郎らに評価され、春陽会、
二科展に出品。32 年より独立展に出品。35 年独立賞。47 年行動美術会会
員に推挙。88 年没、85 歳。

浦久保義信《 水郷 》
油彩・キャンバス　32.5 × 41.0cm　制作年不詳

Urakubo Yoshinobu  A Riverside District
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私
が
、
小
島
善
太
郎
の
作
品
を
ず
っ
と
入
手
し
た
が
っ
て
い
た
の
を
知
っ
て
い
た
Ｈ
さ
ん
か
ら
連
絡
を
い
た

だ
い
て
入
手
し
た
作
品
で
あ
る
。

　

小
島
の
作
品
を
偶
然
、
青
梅
市
立
小
島
善
太
郎
美
術
館
で
見
た
こ
と
が
私
の
絵
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
こ
と
は
あ
ち
こ
ち
に
言
っ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
作
品
は
《
柔
ら
か
き
光
》
と
い
う
。

　

こ
の
作
品
は
い
つ
頃
の
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
や
は
り
「
光
」
を
宿
し
て
い
る
。
小
島
の
作
品
は
晩
年

に
な
る
ほ
ど
に
光
が
あ
ふ
れ
て
く
る
気
が
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
そ
の
過
渡
期
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

ず
っ
と
行
っ
て
み
た
か
っ
た
小
島
の
ア
ト
リ
エ
が
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
日
野
市
立
小
島
善
太
郎
記
念
館
「
百

草
画
荘
」
を
訪
れ
た
。
晩
年
の
作
品
が
多
く
あ
っ
た
、
明
る
い
！　

そ
し
て
《
二
七
歳
の
自
画
像
》
の
光
と
影
。

　

小
熊
秀
雄
が
「
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
」
と
小
島
を
叩
い
て
い
る
文
章
を
見
た
が
、
そ
れ
が
な
ん
だ
と
い
う
の
だ
ろ

う
か
？　

貧
困
の
中
で
生
ま
れ
育
ち
、
一
八
歳
で
陸
軍
大
将
中
村
覚
の
書
生
と
な
っ
て
絵
を
本
格
的
に
学
び
始

め
た
小
島
は
ず
っ
と
「
光
」
を
描
き
続
け
た
。
そ
れ
を
「
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
」
と
一
喝
し
た
小
熊
は
早
世
し
た
た
め
、

小
島
の
一
生
を
か
け
た
「
光
」
の
作
品
を
見
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
小
島
の
描
き
続
け
た
「
光
」
が
、
私
は
本

当
に
好
き
な
の
だ
と
気
付
い
た
の
だ
。
こ
の
《
新
緑
の
道
》
も
そ
の
系
譜
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
？

　
「
百
草
画
荘
」
に
い
る
と
、
不
思
議
な
感
覚
に
陥
る
。
な
ん
だ
か
空
気
が
違
う
。
小
島
が
私
を
迎
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
が
し
た
。
ま
た
訪
ね
て
、
小
島
と
同
じ
空
気
の
中
に
い
よ
う
。
そ
れ
が
私
の
幸
せ
に

も
な
る
の
だ
か
ら
。

小
山
美
枝
（
東
京
都
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
）

小
島
善
太
郎
《
新
緑
の
道
》

柔
ら
か
な
光
を
描
き
続
け
た
画
家

小島善太郎（こじま・ぜんたろう／ 1892 − 1984 年）
東京生れ。1910 年絵を本格的に学び始める。安井曾太郎に師事。22 −
25 年渡仏。23 年サロン・ドートンヌ入選。26 年「一九三〇年協会」創立。
27 年二科賞。30 年「独立美術協会」創立。東京日野市で没、91 歳。

小島善太郎《 新緑の道 》
油彩・キャンバス　38.0 × 46.0cm　制作年不詳

Kojima Zentaro  A Road Surrounded by Fresh Greenery
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こ
の
作
品
は
当
時
、
地
元
の
コ
レ
ク
タ
ー
Ｎ
氏
が
南
画
廊
で
の
オ
ノ
サ
ト
展
で
同
じ
サ
イ
ズ
の
作
品
を
二
点

購
入
さ
れ
、
そ
の
折
、
我
が
家
に
す
す
め
ら
れ
た
一
点
で
あ
る
。
当
時
、
大
学
生
だ
っ
た
私
が
そ
の
作
品
と
接
し
、

色
彩
の
す
ば
ら
し
さ
と
と
も
に
絵
の
も
つ
深
さ
に
心
が
動
い
た
こ
と
も
あ
り
、
母
に
購
入
を
薦
め
、
我
が
家
に

や
っ
て
き
た
。
当
時
、
三
〇
万
円
と
記
憶
し
て
い
る
。
ア
ー
ト
フ
ル
勝
山
の
会
で
「
オ
ノ
サ
ト
・
ト
シ
ノ
ブ
展
」

を
開
催
し
た
際
（
一
九
八
一
年
）、
こ
の
作
品
と
対
面
し
た
オ
ノ
サ
ト
先
生
か
ら
「
ひ
さ
し
ぶ
り
に
旧
作
と
対
面

し
ま
し
た
。
お
も
て
な
し
あ
り
が
と
う
」
と
書
か
れ
た
直
筆
の
絵
葉
書
を
い
た
だ
い
た
。
懐
か
し
い
思
い
出
で

あ
る
。
Ｎ
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
瑛
九
の
油
彩
、
駒
井
哲
郎
の
カ
ラ
ー
銅
版
画
そ
し
て
池
田
満
寿
夫
の
初
期

銅
版
画
等
の
す
ば
ら
し
い
作
品
群
が
あ
っ
た
が
、
事
情
が
あ
っ
て
す
べ
て
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
個
人
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
運
命
は
分
か
ら
な
い
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
預
か
り
も
の
で
あ
り
、
次
の
世
代
に
う
ま
く
手
渡
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
幸
せ
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

荒
井
由
泰
（
福
井
県
勝
山
市
）

オ
ノ
サ
ト
・
ト
シ
ノ
ブ
《
サ
ー
ク
ル
69
―
Ｅ
》

多
様
な
円
と
輝
く
色
彩
が
奏
で
る
美
し
い
抽
象
世
界

オノサト・トシノブ（おのさと・としのぶ／ 1912 − 1986 年）
長野県飯田生れ。現代美術作家。1931年津田清楓に学ぶ。37年自由美術家協会結成、
会友として参加。63 年日本国際美術展で最優秀賞。64､ 66 年ベニス ･ ビエンナー
レに日本代表として出品。戦前戦後を通じ前衛美術の道を歩んだ。桐生で没、74 歳。

オノサト・トシノブ《 サークル 69-E 》
油彩・キャンバス　53.0 × 73.0cm　1969 年

Onosato Toshinobu  Circle 69-E
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こ
の
作
品
は
室
生
犀
星
著
の
『
青
い
猿
』
の
挿
画
に
使
用
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
海

外
に
恩
地
の
作
品
が
な
い
か
ネ
ッ
ト
で
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
偶
然
ヒ
ッ
ト
し
た
作
品
で
、
米
国
の
Ｆ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
持
っ
て
い
た
。
来
歴
は
サ
ザ
ビ
ー
ズ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ａ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
は
コ
ッ
プ
が
描
か
れ
て
い
た
か
ら
か
、《A

t the B
ar

（
バ
ー
に
て
）》
と
の
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
た
。

二
人
の
人
物
像
、
鱗
の
つ
い
た
魚
、
三
個
の
コ
ッ
プ
が
描
か
れ
た
シ
ュ
ー
ル
で
不
思
議
な
作
品
だ
。
後
に
同
じ

『
青
い
猿
』
の
挿
画
に
使
わ
れ
た
三
人
の
奇
妙
な
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
自
摺
作
品
も
手
に
入
れ
た
。
両
方
と
も

モ
ノ
ク
ロ
木
版
で
は
あ
る
が
、
二
版
以
上
使
用
し
て
い
る
よ
う
で
深
み
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
具
象
と
抽

象
の
中
間
に
位
置
し
た
作
品
で
結
構
気
に
入
っ
て
い
る
。
彼
の
自
摺
作
品
は
専
門
家
摺
り
で
あ
る
平
井
摺
り
や

米
田
摺
り
の
作
品
と
比
較
す
る
と
汚
れ
等
を
気
に
せ
ず
、
勢
い
が
あ
る
。
出
品
作
品
は
来
歴
に
加
え
、
和
歌
山

県
立
近
代
美
術
館
が
所
蔵
す
る
作
品
と
見
比
べ
て
み
て
も
見
劣
り
が
し
な
い
こ
と
か
ら
、
恩
地
自
摺
の
作
品
と

確
信
し
て
い
る
。

荒
井
由
泰
（
福
井
県
勝
山
市
）

恩
地
孝
四
郎
《
失
題
》（
室
生
犀
星
著
『
青
い
猿
』
の
挿
絵
よ
り
）

幻
想
の
世
界
に
引
き
込
む
不
思
議
な
作
品

恩地孝四郎（おんち・こうしろう／ 1891 − 1955 年）
東京生れ。版画家 ･ 装幀家 ･ 詩人。1910 年東京美術学校入学。14 年藤森静雄､ 田中
恭吉と同人誌『月映』を刊行。31 年日本版画協会の創立に参加。51 年第 1 回サンパ
ウロ ･ ビエンナーレに出品。53 年岡本太郎らとアートクラブ結成。東京で没、63 歳。

恩地孝四郎《 失題 》（室生犀星著『青い猿』の挿絵より）
木版（自摺）・紙　20.6 × 14.3cm　1931 年

Onchi Koshiro  Lost Title (from the illustrated book "The Blue Monkey" by Muro Saisei)
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《
壺
》
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
が
、
私
に
は
抽
象
作
品
に
見
え
る
。
神
田
の
版
画
堂
さ
ん
で
こ
の
作

品
に
出
会
い
、
即
座
に
購
入
を
決
め
た
。「
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
に
こ
の
作
品
」
と
驚
く
と
と
も
に
、
色

合
い
・
形
が
私
の
琴
線
に
触
れ
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
第
九
回
日
本
創
作
版
画
協
会
展
（
一
九
二
九
年
）
の
出

品
作
で
、
版
画
誌
『
風
』
の
読
者
の
た
め
に
、
二
〇
部
限
定
で
頒
布
し
た
自
摺
作
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
実
際
は
出
品
作
と
若
干
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
っ
て
い
る
が
）
一
九
二
八
年
に
代
表
作
の
一
つ
で
ヌ
ー
ド
と
白
い
布

が
美
し
い《
裸
膚
白
布
》と
い
う
有
名
な
作
品
を
発
表
し
て
い
る
が
、そ
の
白
と
壺
の
白
の
部
分
が
同
じ
マ
チ
エ
ー

ル
（
胡
粉
と
い
う
貝
殻
か
ら
作
ら
れ
た
顔
料
で
摺
ら
れ
た
よ
う
だ
）
な
の
に
も
、
惹
か
れ
た
。
恩
地
孝
四
郎
の

研
究
者
で
あ
る
桑
原
規
子
先
生
に
よ
れ
ば
、
彼
が
本
当
に
や
り
た
か
っ
た
の
は
抽
象
表
現
で
あ
っ
た
が
、
版
画

の
愛
好
家
の
多
く
が
具
象
作
品
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
版
画
の
普
及
と
い
う
使
命
を
持
っ
て
い
た
恩

地
は
あ
え
て
一
般
向
け
に
具
象
版
画
に
も
取
り
組
ん
だ
よ
う
だ
。
二
つ
の
顔
を
使
い
分
け
た
訳
で
あ
る
。
戦
後

は
吹
っ
切
れ
て
「
抽
象
表
現
」
の
追
求
に
ま
い
進
し
た
。
日
本
で
い
ち
早
く
抽
象
表
現
に
取
り
組
ん
だ
「
美
の

先
達
」
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
た
い
。

荒
井
由
泰
（
福
井
県
勝
山
市
）

恩
地
孝
四
郎
《
壺
》

壺
？　

ど
う
見
て
も
抽
象
作
品
で
す
！

恩地孝四郎（おんち・こうしろう／ 1891 − 1955 年）
東京生れ。版画家 ･ 装幀家 ･ 詩人。1910 年東京美術学校入学。14 年藤森静雄､ 田中
恭吉と同人誌『月映』を刊行。31 年日本版画協会の創立に参加。51 年第 1 回サンパ
ウロ ･ ビエンナーレに出品。53 年岡本太郎らとアートクラブ結成。東京で没、63 歳。

恩地孝四郎《 壺 》
木版（自摺）・紙　21.0 × 15.0cm　1929 年

Onchi Koshiro  Vase
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昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
ご
ろ
恩
地
孝
四
郎
の
弟
子
た
ち
が
「
一
木
会
」
な
る
も
の
を
作
っ
た
。
弟
子
た

ち
が
た
び
だ
び
恩
地
邸
を
訪
ね
る
の
は
先
生
の
仕
事
の
邪
魔
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
毎
月
第
一
木
曜
日
の
午
後

に
版
画
研
究
会
を
行
い
、
集
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
木
会
の
作
家
た
ち
が
戦
時
下
、
作
品
も
売
れ
な
い
こ
と
か

ら
版
画
家
の
関
野
準
一
郎
の
提
案
で
作
品
交
換
会
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
一
九
四
四
年
に
『
一
木
集
（
Ⅰ
）』

が
世
に
出
た
。
さ
す
が
に
、
終
戦
の
年
は
ス
キ
ッ
プ
し
た
が
、
一
九
五
〇
年
ま
で
毎
年
交
換
会
が
続
け
ら
れ
た
。

こ
の
作
品
は
一
九
五
〇
年
に
最
後
と
な
っ
た
『
一
木
集
Ⅵ
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
参
加
作
家
は
二
一

名
な
の
で
、
限
定
二
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
統
的
な
木
版
画
で
な
く
、
段
ボ
ー
ル
を
勾
玉
の
よ
う
な
形
や
円

形
に
切
っ
た
も
の
に
イ
ン
ク
を
塗
り
、
さ
ら
に
左
の
上
に
は
「
ひ
も
」
に
色
を
付
け
た
も
の
を
バ
レ
ン
で
紙
に

刷
り
上
げ
、
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。
こ
の
恩
地
独
自
の
実
験
的
技
法
を
マ
ル
チ
ブ
ロ
ッ
ク
と
称
し
て
い
る
。

大
英
博
物
館
等
、
同
作
品
が
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
微
妙
に
位
置
が
ち
が
っ
て
い
る
の
が
面
白
い
。

小
品
で
は
あ
る
が
伝
統
に
と
ら
わ
れ
ず
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
た
恩
地
の
真
骨
頂
と
も
い
う
べ
き
抽

象
表
現
の
名
品
だ
と
思
う
。

荒
井
由
泰
（
福
井
県
勝
山
市
）

恩
地
孝
四
郎
《
リ
リ
ッ
ク
No.
９　

は
る
か
な
希
い
》

版
画
の
概
念
を
打
ち
壊
す
独
自
の
技
法
で
制
作
さ
れ
た
抽
象
作
品

恩地孝四郎（おんち・こうしろう／ 1891 − 1955 年）
東京生れ。版画家 ･ 装幀家 ･ 詩人。1910 年東京美術学校入学。14 年藤森静雄､ 田中
恭吉と同人誌『月映』を刊行。31 年日本版画協会の創立に参加。51 年第 1 回サンパ
ウロ ･ ビエンナーレに出品。53 年岡本太郎らとアートクラブ結成。東京で没、63 歳。

恩地孝四郎《 リリック No.9　はるかな希い 》
木版、マルチブロック（自摺）・紙　36.6 × 27.2cm　1950 年

Onchi Koshiro  Lyric No. 9 - Strong Desire
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谷
中
安
規
は
不
思
議
な
作
家
で
あ
る
。
彼
の
実
生
活
は
極
貧
の
な
か
に
あ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
自
由
に
生
き

て
い
た
。
挿
絵
の
代
金
を
も
ら
え
ば
、
タ
ク
シ
ー
で
好
き
な
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
に
行
き
、
お
金
を
使
い
切
る
よ

う
な
奇
行
は
山
ほ
ど
あ
る
よ
う
だ
。
内
田
百
閒
や
佐
藤
春
夫
ら
の
文
人
に
「
風
船
画
伯
」
と
し
て
愛
さ
れ
、
装

幀
や
挿
画
で
『
王
様
の
背
中
』
や
『
Ｆ
Ｏ
Ｕ
』
な
ど
の
優
れ
た
コ
ラ
ボ
作
品
を
残
し
て
い
る
。
一
方
、
芸
術
に

は
全
身
全
霊
で
立
ち
向
か
い
、
彼
の
夢
想
や
愛
を
木
版
に
刻
み
続
け
、
心
ゆ
た
か
な
世
界
を
描
き
だ
し
た
。
こ

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
彼
の
作
品
の
魅
力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
彼
は
終
戦
の
翌
年
、
焼
け
野
原
で
栄

養
失
調
で
亡
く
な
っ
た
。

　

出
品
作
品
と
の
出
会
い
は
偶
然
だ
っ
た
。
四
年
前
の
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
図
柄
に
惹
か
れ
、「
怪

し
げ
な
作
品
だ
な
」
と
思
い
な
が
ら
、
落
札
し
た
。
作
品
が
届
き
、
調
べ
て
み
る
と
、
額
の
裏
に
は
南
天
子
画

廊
の
シ
ー
ル
が
付
い
て
お
り
、
谷
中
安
規
作
と
な
っ
て
い
た
。
谷
中
が
再
評
価
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

一
九
六
六
年
の
南
天
子
画
廊
の
出
品
作
品
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
黒
一
色
は
油
性
イ
ン
ク
を
使
っ
た
た
め
と

判
明
。
一
九
三
二
年
ご
ろ
の
作
品
に
同
じ
技
法
の
作
品
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
谷
中
本
人
が
暗
闇
の
な
か
で
、

蠟
燭
の
灯
り
を
た
よ
り
に
、
夢
想
の
な
か
、
黙
々
と
版
画
制
作
に
打
ち
込
む
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
油

性
イ
ン
ク
摺
り
と
な
る
珍
品
で
貴
重
な
作
品
か
も
と
密
か
に
思
っ
て
い
る
。

荒
井
由
泰
（
福
井
県
勝
山
市
）

谷
中
安
規
《
画
想
》

漆
黒
の
闇
、
蠟
燭
の
灯
り
を
た
よ
り
に
黙
々
と
版
を
刻
む
姿
が
い
と
お
し
い

谷中安規（たになか・やすのり／ 1897 − 1946 年）
奈良県生れ。木版画家。永瀬義郎著『版画を作る人』から影響を受ける。1931 年
日本版画協会の結成に参加。32 年版画誌『白と黒』『版芸術』の同人となり、幻想
的な画風や都会の情景をとらえた作品を発表。終戦の翌年、東京で没、49 歳。

谷中安規《 画想 》
木版（油性インク）・紙　16.0 × 12.5cm　1932 年頃

Taninaka Yasunori  Pictorial Ideas
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松
村
綾
子
さ
ん
の
作
品
と
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
絵
と
の
出
会
い
は
人
と
の
出
会
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
こ
の
絵
に
向
か
っ
て
「
綾
子
さ
ん
、
は
じ
め
ま

し
て
」
と
ご
挨
拶
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
松
村
綾
子
さ
ん
は
星
野
画
廊
の
星
野
桂
三
さ
ん
の
著
書
『
石
を
磨
く
』

に
掲
載
さ
れ
た
〈
悲
運
の
画
家
、
そ
の
隠
さ
れ
た
物
語
「
薫
風
」〉
で
知
り
ま
し
た
。「
星
野
さ
ん
は
す
ご
い
方

だ
な
あ
」
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
が
、
星
野
さ
ん
の
美
へ
の
卓
越
し
た
眼
力
と
探
求
の
情
熱
が
こ
の
作
品
と

の
出
会
い
を
繋
い
で
く
だ
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

田
中
佐
一
郎
と
の
愛
児
を
亡
く
し
生
涯
孤
独
な
綾
子
さ
ん
、
そ
の
終
焉
は
余
り
に
も
悲
し
い
。

　

で
も
、
こ
の
作
品
に
は
暗
い
悲
し
み
は
見
当
り
ま
せ
ん
。

　

紫
陽
花
は
明
る
く
、
生
き
生
き
と
し
た
瑞
々
し
い
色
彩
に
満
ち
、
背
景
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
、
モ
ダ
ン
な
ダ
イ

ヤ
形
も
花
と
共
に
咲
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
の
赤
、
緑
、
黄
が
一
層
紫
陽
花
を
爽
や
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

綾
子
さ
ん
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
絵
へ
の
熱
い
想
い
が
作
品
に
現
れ
て
い
る
も
の
と
感
じ
ま
す
。

　
「
綾
子
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
」

西
澤
賢
史
（
長
野
県
千
曲
市
）

松
村
綾
子
《
紫
陽
花
》

「
綾
子
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
」

松村綾子（まつむら・あやこ／ 1906 − 1983 年）
仙台生れ。関西美術院で都鳥英喜、黒田重太郎に師事。1937 年二科展特待。
40 年二科会会友。紀元 2600 年奉祝美術展に出品。62 年京都市展で受賞。
その後、京都市展委員を務める。83 年京都で没、77 歳。

松村綾子《 紫陽花 》
油彩・キャンバス　38.0 × 45.4cm　1960 − 73 年頃

Matsumura Ayako  Hydrangeas
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綿
埃
と
泥
ま
み
れ
の
汚
れ
て
い
た
一
枚
の
絵
、
一
部
剥
落
、
ひ
び
割
れ
も
入
っ
て
い
る
。
長
い
間
放
置
さ
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
最
悪
の
状
態
の
わ
り
に
は
絵
そ
の
も
の
が
発
す
る
熱
の
よ
う
な
、魅
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

長
野
市
の
競
市
で
夏
目
漱
石
の
紙
幣
一
枚
で
買
っ
た
。

　

上
半
身
は
白
い
シ
ミ
ー
ズ
な
の
か
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
な
の
か
？　

肩
も
、
胸
元
も
露
出
し
て
裸
足
で
派
手
目
な
ス

カ
ー
ト
で
大
股
に
ど
っ
か
と
腰
を
お
ろ
し
て
下
向
い
て
い
る
。
流
行
で
あ
ろ
う
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
の
髪
形
、
開
け

放
さ
れ
た
部
屋
の
外
は
草
も
木
も
真
夏
の
む
せ
返
る
よ
う
な
暑
さ
だ
。

　

昭
和
二
五
年
、
戦
後
五
年
目
の
八
月
の
絵
で
あ
る
。
よ
く
見
る
と
キ
ャ
ン
バ
ス
で
は
な
く
、
幾
条
か
の
縦
の

折
柄
が
絵
の
具
の
下
か
ら
浮
き
出
て
い
る
。
シ
ー
ツ
か
カ
ー
テ
ン
の
布
地
だ
ろ
う
。
生
地
の
裏
側
に
は
薄
い
布

に
安
定
性
と
厚
み
を
加
え
る
た
め
だ
ろ
う
か
和
紙
を
貼
っ
て
あ
る
。

　

物
の
不
足
な
時
代
、
こ
ん
な
に
ま
で
し
て
画
布
を
作
り
こ
の
絵
を
描
い
た
の
だ
。

　

万
羽
章
は
戦
地
か
ら
生
還
し
て
こ
の
年
二
九
歳
、
長
野
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。

　

戦
後
食
う
や
食
わ
ず
の
暮
ら
し
は
女
性
に
と
っ
て
体
を
張
っ
た
仕
事
も
想
像
出
来
る
。
若
き
教
師
の
目
に
は

逞
し
く
生
き
て
い
る
日
本
の
夏
の
女
を
描
き
上
げ
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
画
家
の
思
い
が
絵
か
ら
伝
わ
る
だ

け
に
じ
っ
と
作
品
を
見
つ
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
思
い
起
こ
し
た
。

　

棄
て
ら
れ
た
と
も
言
え
る
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
絵
、
汚
れ
を
取
り
、
額
装
し
直
し
た
。
描
か
れ
た
女
性
も
画
家

も
生
き
か
え
っ
た
気
が
す
る
。

　

素
直
に
う
れ
し
く
な
っ
た
。

西
澤
賢
史
（
長
野
県
千
曲
市
）

万
羽　

章
《
１
９
５
０
年
夏
の
女
（
仮
題
）》

棄
て
ら
れ
た
？
絵
が
生
き
か
え
っ
た

万羽　章（まんば・あきら／ 1921 − 1991 年）
長野市生れ。篠原新三、辻村八五郎に師事。中学校などで教員をしながら光
風会、日展に出品。1961 年光風会会員。長野市で没、70 歳。

万羽　章《 1950 年夏の女（仮題） 》
油彩・綿布　90.0 × 72.0cm　1950 年

Manba Akira  A Woman in the Summer of 1950 (Tentative Title)
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篠
原
新
三
は
長
野
市
出
身
の
水
彩
画
家
で
あ
り
、
多
く
の
水
彩
画
は
見
て
き
た
が
、
油
彩
画
は
こ
の
絵
が
初

め
て
だ
。

　

画
面
左
下
にS

. S
hinohara 1

9
1

1

の
サ
イ
ン
、
裏
を
じ
っ
く
り
見
る
と
鉛
筆
で
「
明
治
四
十
四
年　

篠

原
新
三
」
と
縦
書
き
が
読
み
取
れ
る
。
経
年
に
よ
る
汚
れ
、
ヤ
ケ
が
残
念
だ
が
絵
全
体
を
壊
す
程
で
は
な
い
。

　

稲
の
収
穫
風
景
が
丁
寧
な
筆
致
で
描
か
れ
、
秋
空
や
五
段
の
ハ
ゼ
掛
け
の
水
面
に
映
る
さ
ま
を
実
直
に
写
し

取
っ
て
い
る
。
油
彩
で
あ
り
な
が
ら
水
彩
画
の
透
明
感
も
感
じ
ら
れ
る
。
日
本
水
彩
画
研
究
所
で
丸
山
晩
霞
、

大
下
藤
次
郎
等
に
教
え
を
受
け
、
確
か
な
描
写
力
を
つ
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
絵
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
信
州
の
田
園
風
景
で
は
な
い
と
思
う
。
信
越
県
境
の
山
を
越
え
れ
ば
米
ど
こ

ろ
越
後
、
ハ
ゼ
掛
け
用
の
木
が
田
の
畔
に
あ
る
上
越
地
方
の
風
景
は
見
覚
え
が
あ
る
。
明
治
二
一
年
に
は
関
山

駅--

長
野
駅
間
が
開
通
し
て
お
り
越
境
し
て
の
制
作
か
も
し
れ
な
い
。

　

因
み
に
現
在
の
長
野
駅
は
篠
原
家
の
所
有
す
る
土
地
を
提
供
し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
そ
う
だ
。

　

こ
の
油
彩
画
は
明
治
期
最
後
の
作
で
あ
り
、
大
正
・
昭
和
と
水
彩
画
家
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
た
篠
原
と
し

て
は
希
少
作
品
と
も
言
え
る
。

　

今
後
も
篠
原
の
油
彩
画
に
会
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

西
澤
賢
史
（
長
野
県
千
曲
市
）

篠
原
新
三
《
収
穫
（
仮
題
）》

初
め
て
出
会
っ
た
水
彩
画
家
の
油
絵

篠原新三（しのはら・しんぞう／ 1889 − 1966 年）
長野市生れ。1909 年日本水彩画研究所に入所、丸山晩霞、大下藤次郎に学
ぶ。13 年日本水彩画会創設に発起人として参加。南薫造、石井柏亭に師事。
47 年日展委員。日本水彩画会名誉会員。北信美術会顧問。長野で没、76 歳。

篠原新三《 収穫（仮題） 》
油彩・キャンバス　45.5 × 60.6cm　1911 年

Shinohara Shinzo  Harvest  (Tentative Title)
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掲
載
の
作
品
は
、
私
が
長
谷
川
潔
を
三
五
年
程
前
に
知
っ
て
、
や
っ
と
そ
の
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
が
分
か
り

か
け
て
き
た
一
五
年
程
前
、
私
の
前
に
現
れ
た
の
で
し
た
。
一
九
四
五
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
の
年
、
フ

ラ
ン
ス
で
困
難
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
長
谷
川
潔
に
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
銅
版
画
家
六
名
の
作
品
集
制

作
の
話
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
そ
の
画
集
は
ダ
ブ
ル
ス
イ
ー
ト
（
一
点
は
版
上
サ
イ
ン
の
み
、
他
の
一
点
は
自

筆
サ
イ
ン
、
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
入
り
）
の
贅
沢
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
を
私
が
買
う
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
は
二
点
揃
っ
て
い
ま
し
た
が
、
長
谷
川
潔
の
作

品
《
花
》
は
版
上
サ
イ
ン
の
も
の
一
点
だ
け
の
為
で
し
た
。
し
か
し
不
思
議
な
事
に
他
の
作
家
の
二
点
を
見
比

べ
て
み
る
と
、
版
上
サ
イ
ン
の
方
が
ど
れ
も
版
の
仕
事
が
進
ん
で
い
て
明
ら
か
に
完
成
度
が
高
い
の
で
す
。
こ

の
あ
た
り
の
事
情
を
誰
か
教
え
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
こ
の
ア
ク
ア
チ
ン
ト
で
レ
ー
ス
が
転
写
さ
れ
、

春
の
草
花
が
切
り
子
グ
ラ
ス
に
生
け
ら
れ
た
作
品
は
長
谷
川
潔
の
言
葉
「
白
昼
に
神
を
視
る
」
を
そ
の
ま
ま
作

品
に
し
た
如
く
、
そ
の
技
術
は
熟
練
を
極
め
、
高
邁
な
精
神
を
表
現
し
て
見
る
者
の
目
と
心
を
釘
付
け
に
す
る

の
で
す
。
作
者
五
四
歳
、
ま
さ
に
脂
の
乗
り
切
っ
た
時
代
の
代
表
作
で
す
。
以
降
、
長
谷
川
潔
は
そ
の
代
名
詞

で
あ
る
マ
ニ
エ
ー
ル
・
ノ
ワ
ー
ル
（
幽
玄
の
白
と
黒
の
世
界
）
の
深
化
と
完
成
へ
の
道
を
ひ
た
す
ら
歩
む
の
で
す
。

勿
論
、
他
の
銅
版
画
の
技
法
で
も
日
本
が
世
界
に
誇
り
う
る
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

一
九
八
〇
年
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
で
回
顧
展
が
開
か
れ
た
年
、
日
本
へ
一
度
も
帰
る
こ
と
無
く
フ
ラ
ン

ス
で
八
九
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
す
。

　
　

万
物
に
神
宿
り
い
る
白
昼
の
路　
　

ま
ん
ぷ
く

福
田
豊
万
（
千
葉
県
市
川
市
）

長
谷
川
潔
《
花
》

白
昼
に
神
を
視
る

長谷川潔（はせがわ・きよし／ 1891 − 1980 年）
横浜市生れ。1913 年板目木版画、銅版画を制作。18 年渡仏。マニエール・
ノワールを復興する。31 年日本版画協会創立会員。66 年フランス文化勲
章を受章。80 年京都国立近代美術館で回顧展。パリで没、89 歳。

長谷川潔《 花 》
銅版画（アクアチント）・紙　25.0 × 18.0cm　1945 年

Hasegawa Kiyoshi  Flowers



135 134

　

富
士
の
山
麓
を
描
い
て
お
り
、
富
士
山
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
木
々
の
み
ど
り
な
ど
の
自
然
を
写
し
、
油
絵

で
さ
っ
と
描
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
無
駄
が
な
く
、
絵
の
具
の
こ
な
し
方
が
う
ま
い
。
黒
の
地
色
の
上

に
黄
土
色
ま
た
は
赤
茶
色
の
絵
の
具
が
か
な
り
厚
塗
り
さ
れ
た
作
品
を
描
い
て
い
た
こ
の
時
期
の
山
口
と
し
て

は
、め
ず
ら
し
い
構
図
で
あ
る
。
私
は
山
口
長
男
の
水
彩
・
墨
跡
作
品
に
魅
か
れ
る
が
、本
作
油
絵
も
見
飽
き
な
い
。

日
本
に
お
け
る
抽
象
絵
画
の
歴
史
は
、昭
和
一
〇（
一
九
三
五
）年
頃
に
遡
る
が
、山
口
は
明
治
三
五
年
生
ま
れ
で
、

昭
和
一
〇
年
ご
ろ
に
は
い
ち
早
く
抽
象
志
向
の
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

　

本
作
が
描
か
れ
た
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
に
は
、
山
口
は
五
一
歳
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
第
一
八
回
ア

メ
リ
カ
抽
象
美
術
展
に
出
品
、
武
蔵
野
美
術
学
校
教
授
に
就
任
し
、
春
季
二
科
展
に
は
《
作
品
Ａ
》《
作
品
Ｂ
》

を
出
品
、第
一
回
現
代
日
本
美
術
展
に
は
《
作
品
（
か
た
ち
）》
を
出
品
し
優
秀
賞
を
受
賞
、秋
の
二
科
展
に
も
《
二

つ
の
形
》
等
を
出
品
し
て
い
る
。
円
熟
期
を
迎
え
始
め
た
山
口
で
あ
る
。
同
年
『
美
術
手
帖
』（
№
86
）
一
〇
月

号
に
は
、
作
家
訪
問
記
事
（
文
・
山
崎
清　

写
真
・
土
門
拳
）
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
当
時
の
日
本
で
、

山
口
の
作
品
が
理
解
さ
れ
て
い
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。

　

最
近
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
さ
れ
た
《
作
品
》（
一
九
五
三
年
）
な
ど
の
、
魅
力
的
な
造
形
作
品

の
評
価
は
著
し
く
高
い
。

二
〇
一
六
年
一
二
月
八
日　

中
村　

徹
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

山
口
長
男
《
富
士
山
麓
》

時
代
が
山
口
作
品
に
追
い
つ
い
て
き
た

山口長男（やまぐち・たけお／ 1902 − 1983 年）
ソウル生れ。1927 年東京美術学校西洋画科卒。27 − 31 年渡仏。38 年九
室会結成。45 年二科会会員。54 − 74 年武蔵野美術学校／大学教授。武蔵
野美術学園長を務める。62 年芸術選奨文部大臣賞を受賞。東京で没、80 歳。

山口長男《 富士山麓 》
油彩・キャンバス　22.0 × 25.5cm　1954 年

Yamaguchi Takeo  The Foothills of Mt. Fuji
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安
藤
の
名
前
は
、
徳
島
県
立
徳
島
中
学
校
勤
務
時
代
の
教
え
子
に
画
家
伊
原
宇
三
郎
が
い
た
こ
と
で
知
っ
て

い
た
が
、
作
品
を
初
め
て
み
た
の
は
、「
私
の
愛
す
る
一
点
展
」（
二
〇
〇
一
年
、
北
御
牧
村
立
〔
現
・
東
御
市
〕

梅
野
記
念
絵
画
館
）
会
場
で
あ
る
。

　

粗
末
に
見
え
る
紙
に
、
凛
と
し
た
少
女
の
姿
を
描
き
、
目
の
表
情
に
は
凄
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
目

の
輝
き
が
あ
る
。
作
者
は
並
の
者
で
は
な
い
。
紙
の
裏
に
二
〇
、二
、一
五
の
記
載
が
あ
る
。
昭
和
二
〇
年
作
で

あ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
敗
戦
の
半
年
前
、
戦
争
中
に
描
か
れ
て
お
り
、「
キ
ッ
と
未
来
を
見
透
か
す
よ

う
な
ひ
と
み
」（
本
作
の
旧
蔵
者
内
田
久
氏
の
評
）
で
あ
る
。

　

安
藤
が
一
九
四
三
年
か
ら
始
め
た
刀
画
は
、
彩
色
を
施
し
た
紙
の
表
面
を
刀
で
削
る
こ
と
で
独
特
の
マ
テ
ィ

エ
ー
ル
を
得
る
技
法
で
あ
る
。

　

伊
原
の
教
え
子
の
ひ
と
り
は
、
近
年
再
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
画
家
牧
野
邦
夫
で
あ
る
。
安
藤
→
伊
原
→
牧

野
作
品
を
並
べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
日
本
の
油
絵
の
歴
史
の
中
で
、
写
実
の
確
か
な
ひ
と
つ
の
流
れ
が
見
え

て
く
る
。
画
面
の
現
れ
方
は
異
な
っ
て
も
、「
内
的
な
心
象
表
現
」（
日
動
画
廊
『
繪
』〔
二
九
六
号
、
昭
和
六
三

年
一
〇
月
〕
安
藤
特
集
記
事
の
副
題
）
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
三
人
と
も
技
量
に
優
れ
、
安
藤
の
力
量

は
次
世
代
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

安
藤
の
展
覧
会
は
、
没
後
何
回
か
各
地
の
美
術
館
で
開
か
れ
た
。
今
後
美
術
館
で
、
安
藤
・
伊
原
・
牧
野
の

三
人
展
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

二
〇
一
六
年
一
一
月　

中
村　

徹
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

安
藤
義
茂
《
白
い
リ
ボ
ン
の
少
女
》

内
的
な
心
象
表
現

安藤義茂（あんどう・よししげ／ 1888 − 1967 年）
愛媛県生れ。1911 年東京美術学校師範科卒。中学校教師を務めた後、27
年画業に専念。帝展、新文展に出品。二紀グランプリ受賞。43 年より刀画
を始める。51 年二紀会同人。京都で没、78 歳。

安藤義茂《 白いリボンの少女 》
刀画・紙　27.0 × 21.0cm　1945 年

Ando Yoshishige  A Girl with a White Ribbon
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阪
神
淡
路
大
震
災
後
の
一
九
九
八
年
日
本
美
術
品
競
売
株
式
会
社
（
Ｊ
・
Ａ
・
Ａ
）
の
第
一
五
三
回
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
、
本
作
と
出
会
い
作
者
を
知
る
。

　

く
ね
る
よ
う
な
曲
線
で
描
か
れ
た
一
八
本
の
木
は
、
一
本
一
本
そ
れ
ぞ
れ
の
色
で
描
き
分
け
ら
れ
、
五
、六
人

の
人
物
は
達
者
な
線
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
画
題
は
後
付
け
で
あ
ろ
う
が
、
一
見
具
象
作
品
に
み
え
る
も
の
の

画
品
の
あ
る
半
抽
象
作
品
と
さ
え
い
え
る
。

　

津
高
は
、
現
代
美
術
懇
談
会
（
一
九
五
二
年
創
立
）
に
所
属
し
た
関
西
の
作
家
で
あ
る
。
津
高
は
、

一
九
五
一
年
の
第
六
回
行
動
美
術
展
に
出
品
し
た
《
母
子
像
》
で
脚
光
を
浴
び
、
翌
年
に
は
線
を
主
体
と
し
た

独
特
の
抽
象
絵
画
へ
と
転
じ
て
、
そ
の
斬
新
で
モ
ダ
ン
な
画
風
に
よ
り
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
本

作
は
抽
象
絵
画
へ
転
じ
る
直
前
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

津
高
と
二
人
展
を
開
い
て
い
る
造
形
の
作
家
・
山
口
長
男
作
品
に
魅
か
れ
る
私
は
、
詩
情
の
あ
る
津
高
の
抽

象
作
品
も
観
た
い
と
思
っ
た
。
二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ゴ
ト
ウ
で
開
催
し
た
「
中
村
徹
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
／
中
村
傳
三
郎
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
小
品
展
」
に
は
、
津
高
作
品
《
錯
》（
一
九
八
四
年
）
を
出
品
し
た
。

二
〇
一
二
年
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ゴ
ト
ウ
で
開
催
さ
れ
た
津
高
展
の
出
品
作
で
、
作
家
晩
期
の
作
品
で
あ
る
。
微
妙
な

線
の
重
な
り
と
余
白
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
、
手
業
の
な
せ
る
作
品
で
あ
る
。

　

私
の
生
ま
れ
年
に
描
か
れ
資
料
的
価
値
も
あ
る
本
作
と
、
作
品
《
錯
》
を
見
比
べ
、
作
家
の
歩
み
と
時
間
の

変
化
を
感
じ
て
い
る
。

二
〇
一
六
年
一
一
月　

中
村　

徹
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

津
高
和
一
《
公
園
風
景
》

抽
象
絵
画
へ
転
じ
る
前
に
描
か
れ
る

津高和一（つたか・わいち／ 1911 − 1995 年）
兵庫県西宮生れ。中之島洋画研究所に通う。1952−64年行動美術協会会員。
68 − 85 年大阪芸術大学教授を務める。67 年兵庫県文化賞、86 年大阪芸
術賞を受賞。西宮で没、83 歳。

津高和一《 公園風景 》
油彩・キャンバス　45.0 × 37.0cm　1951 年

Tsutaka Waichi  Park View
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山
下
新
太
郎
は
、
第
一
回
の
渡
仏
中
に
ル
ノ
ア
ー
ル
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
問
し
、
作
品
を
直
接
購
入
す
る
な
ど

ル
ノ
ア
ー
ル
と
親
交
を
深
め
た
画
家
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
山
下
新
太
郎
の
画
風
は
、
ル
ノ
ア
ー
ル
に
影
響
を

受
け
、
自
然
光
に
よ
る
柔
ら
か
な
色
彩
を
重
視
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
《
セ
ー
ヌ
河
》
の
絵
は
、
山
下
新
太
郎
が
二
回
目
に
渡
仏
し
た
一
九
三
二
年
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

支
持
体
は
キ
ャ
ン
バ
ス
で
は
な
く
、
板
で
あ
る
。
川
面
は
木
目
が
透
け
て
見
え
る
ほ
ど
薄
塗
り
に
し
、
柔
ら
か

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

同
時
に
出
品
し
た
萩
谷
巌
の《
巴
里
セ
ー
ヌ
川
》と
見
比
べ
て
頂
き
た
い
。
両
者
は
構
図
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

し
か
も
制
作
年
も
同
じ
で
あ
る
。
日
本
人
二
人
が
、
セ
ー
ヌ
川
の
岸
辺
で
一
緒
に
イ
ー
ゼ
ル
を
立
て
て
同
じ
風

景
を
描
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
想
像
を
膨
ら
ま
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
二
人
の
絵
に
は
橋
の
上
を
バ

ス
の
よ
う
な
乗
り
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
偶
然
の
一
致
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
に
は
な
い
大
き
な
石
橋
は
、
当
時
の
文
明
を
表
す
だ
け
で
な
く
、
恰
好
の
画
題
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

太
田
貞
雄
（
東
京
都
八
王
子
市
）

山
下
新
太
郎
《
セ
ー
ヌ
河
》

ル
ノ
ア
ー
ル
を
日
本
に
紹
介
し
た
画
家

山下新太郎（やました・しんたろう／ 1881 − 1966 年）
東京生れ。藤島武二に師事。1904 年東京美術学校西洋画科選科卒。05 −
10 年渡欧。14 年二科会創立会員。31、32 年再渡欧。35 年帝国美術院会員。
36 年一水会創立会員。55 年文化功労者。東京で没、84 歳。

山下新太郎《 セーヌ河 》
油彩・板　27.0 × 35.0cm　1932 年

Yamashita Shintaro  The Seine
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私
は
家
の
狭
い
庭
に
バ
ラ
を
三
〇
本
ほ
ど
植
え
て
い
る
が
、
栽
培
が
難
し
く
毎
年
何
本
か
は
枯
れ
て
し
ま
う
。

難
し
い
が
故
に
、
美
し
い
花
が
立
派
に
咲
く
と
嬉
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

萩
谷
巌
の
バ
ラ
は
ど
の
絵
も
バ
ラ
そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。

　

バ
ラ
の
絵
を
集
め
て
気
が
付
い
た
ら
五
枚
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

萩
谷
の
バ
ラ
は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
の
で
、
今
回
は
萩
谷
の
滞
欧
作
品
を
出
品
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
九
三
二
年
制
作
で
、
萩
谷
が
二
回
目
の
渡
仏
時
の
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
年
以
上
前
に
オ
ル
リ
ー
空
港
か
ら
バ
ス
で
パ
リ
市
内
の
停
留
所
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を

ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
引
張
っ
て
大
き
な
川
を
渡
り
、「
こ
れ
が
セ
ー
ヌ
川
か
」
と
感
慨
に
耽
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
誰

で
も
パ
リ
に
行
く
と
真
っ
先
に
目
に
入
る
の
が
こ
の
幅
広
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
流
れ
の
セ
ー
ヌ
川
で
あ
る
。
萩

谷
も
パ
リ
に
着
き
、
セ
ー
ヌ
川
と
そ
の
流
れ
に
抗
う
よ
う
に
立
っ
て
い
る
立
派
な
石
橋
に
、
画
家
と
し
て
の
興

味
を
そ
そ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
九
五
二
年
の
第
三
回
の
渡
仏
時
に
も
萩
谷
は
同
じ
構
図
で
セ
ー

ヌ
川
を
描
い
て
い
る
。

太
田
貞
雄
（
東
京
都
八
王
子
市
）

萩
谷　

巌
《
巴
里
セ
ー
ヌ
川
》

セ
ー
ヌ
川
の
流
れ
に
魅
せ
ら
れ
て

萩谷　巌（はぎのや・いわお／ 1891 − 1979 年）
福岡県生れ。1908 年白馬会葵橋美術研究所に学ぶ。18 − 20 年光風会展
に出品。22 年渡仏。シャルル・ゲランに師事。サロン・ドートンヌ会員。
再三渡仏。個展を中心に活動する。東京で没、88 歳。

萩谷　巌《 巴里セーヌ川 》
油彩・キャンバス　33.5 × 55.0 cm　1932 年

Haginoya Iwao  The Seine in Paris
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鈴
木
信
太
郎
は
、
私
と
同
じ
八
王
子
生
ま
れ
の
た
め
、
非
常
に
親
近
感
を
覚
え
る
画
家
で
あ
る
。

　

こ
の
絵
の
タ
イ
ト
ル
の
《
オ
ラ
ン
ダ
万
才
》
は
、長
崎
の
伝
統
あ
る
お
祭
り
で
あ
る
「
オ
ク
ン
チ
」
に
登
場
し
、

南
蛮
風
衣
装
を
身
に
着
け
て
練
歩
く
出
し
物
（
舞
踊
）
で
あ
る
。

　

こ
の
絵
の
購
入
の
き
っ
か
け
は
、
一
〇
年
ほ
ど
前
に
八
王
子
市
夢
美
術
館
に
鈴
木
信
太
郎
展
を
観
に
行
っ
た

時
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
《
オ
ラ
ン
ダ
万
才
》
が
掛
け
て
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。「
万
才
」
と
云
う
以
上
相
方
の
絵

も
一
緒
に
掛
け
て
い
な
い
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
。
相
方
で
あ
る
も
う
一
つ
の
絵
は
ど
こ
に
行
っ
た
の

か
。
可
能
で
あ
れ
ば
見
つ
け
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
経
っ
て
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
相
方
の
絵
が
出
品
さ
れ
て
い
た
。
落
札
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。「
願
え
ば
叶
う
」
で
は
な
い
が
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
る
。

　

こ
の
絵
は
、
鈴
木
信
太
郎
の
風
景
の
絵
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
た
め
不
安
も
あ
り
、
東
京
美
術
倶
楽
部
に

鑑
定
に
出
し
た
。
幸
い
真
作
と
の
鑑
定
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

太
田
貞
雄
（
東
京
都
八
王
子
市
）

鈴
木
信
太
郎
《
オ
ラ
ン
ダ
万
才
》

願
え
ば
叶
う
、
不
思
議
な
縁

鈴木信太郎（すずき・しんたろう／ 1895 − 1989 年）
東京八王子生れ。白馬会溜池洋画研究所で学ぶ。1916 年文展に初入選。
26 年二科会展樗牛賞。36 − 54 年二科会会員。55 年一陽会を結成。60
年日本芸術院賞を受賞。69 年日本芸術院会員。東京で没、93 歳。

鈴木信太郎《 オランダ万才 》
油彩・キャンバス　60.7 × 41.0cm　1949 年頃

Suzuki Shintaro  An Oranda Manzai Dancer at Nagasaki Kunchi Festival
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須
田
寿
は
「
牛
」
の
絵
で
有
名
で
あ
る
。

　

こ
の
絵
を
見
る
と
い
つ
も
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。

　

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
を
家
族
で
旅
行
に
行
っ
た
時
の
こ
と
、
朝
早
く
起
き
て
バ
フ
ァ
ロ
ー
パ
ド
ッ
ク
に

野
生
の
バ
フ
ァ
ロ
ー
を
見
に
行
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
の
た
め
見
物
客
も
お
ら
ず
、
動
物
も
い
な
い
。

帰
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
一
頭
の
大
き
な
バ
フ
ァ
ロ
ー
が
林
の
中
で
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。
凄
味
の
あ
る
野
生

の
眼
で
警
戒
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
次
の
瞬
間
後
ろ
を
向
き
林
の
中
に
消
え
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
一
瞬

の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
時
の
凄
味
の
あ
る
姿
を
こ
の
絵
か
ら
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
牛
と
バ
フ
ァ
ロ
ー
で
は
違
う
が
、

懐
か
し
い
記
憶
の
一
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

帰
り
道
で
、
ハ
イ
エ
ナ
に
も
出
く
わ
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
車
は
止
ま
ら
ず
に
素
通
り
し
て
し
ま
っ
た
。

太
田
貞
雄
（
東
京
都
八
王
子
市
）

須
田　

寿
《
群
牛
》

懐
か
し
い
記
憶
の
一
ペ
ー
ジ

須田　寿（すだ・ひさし／ 1906 − 2005 年）
東京生れ。31 年東京美術学校西洋画科卒。官展に出品。49 年立軌会創立
に参加。54 年渡欧。65 年武蔵野美術大学教授。85 年芸術選奨文部大臣賞
を受賞。東京で没、98 歳。

須田　寿《 群牛 》
油彩・キャンバス　73.0 × 91.0cm　1962 年

Suda Hisashi  A Group of Cows
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大
久
保
作
次
郎
は
、
東
京
美
術
学
校
で
黒
田
清
輝
に
学
び
、
そ
の
影
響
に
よ
り
風
景
画
は
太
陽
の
光
を
ふ
ん

だ
ん
に
浴
び
た
明
る
く
、
和
や
か
な
作
風
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
絵
の
「
江
の
島
」
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
地
殻
変
動
で
陸
地
と
の
間
が
陥
没
し
、
絵
の
中
に
あ
る
よ

う
に
現
在
で
は
橋
で
繋
が
っ
て
い
る
。
私
が
小
学
生
や
中
学
生
の
時
に
良
く
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
絵

の
制
作
年
の
一
九
五
九
年
と
景
色
は
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

ま
た
、
こ
の
絵
は
な
ん
と
明
る
い
色
彩
に
満
ち
て
い
る
の
か
。
色
と
り
ど
り
の
色
彩
は
、
ど
こ
と
な
く
明
る

い
将
来
を
予
見
さ
せ
、
見
る
も
の
を
前
向
き
な
姿
勢
に
さ
せ
、
ま
た
落
ち
着
い
た
気
分
に
も
さ
せ
て
く
れ
る
。

我
が
家
の
玄
関
で
来
客
を
迎
え
る
に
恰
好
の
絵
で
あ
り
、
外
光
派
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
大
久
保
作
次
郎
な
ら
で

は
の
素
晴
ら
し
い
絵
で
あ
る
。

太
田
貞
雄
（
東
京
都
八
王
子
市
）

大
久
保
作
次
郎
《
江
の
島
待
春
》

希
望
を
持
た
せ
て
く
れ
る
絵

大久保作次郎（おおくぼ・さくじろう／ 1890 − 1973 年）
大阪市生れ。1915 年東京美術学校西洋画科卒。16、17、18 年文展で連
続特選。38 年槐樹社会員。39 年創元会創立会員。55 年新世紀美術協会創
立会員。60 年日本芸術院賞を受賞。63 年日本芸術院会員。東京で没、82 歳。

大久保作次郎《 江の島待春 》
油彩・キャンバス　61.0 × 73.0cm　1959 年

Okubo Sakujiro  Waiting for Spring in Enoshima Island 
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こ
の
絵
は
あ
る
画
廊
で
何
年
か
前
に
目
が
留
ま
り
、
聞
く
と
鶴
田
吾
郎
の
作
と
の
こ
と
。

　

わ
ず
か
な
私
の
知
識
で
も
鶴
田
吾
郎
は
中
村
彜つ

ね

の
親
友
で
、
現
在
は
東
京
国
立
近
代
美
術
館
に
あ
る
盲
目
の

エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
像
は
鶴
田
が
目
白
駅
で
盲
目
の
詩
人
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
氏
に
会
い
モ
デ
ル
に
な
っ
て
く
れ
る
よ

う
頼
ん
で
鶴
田
と
中
村
二
人
で
左
右
か
ら
競
作
し
た
も
の
で
、
鶴
田
の
作
品
は
新
宿
の
中
村
屋
サ
ロ
ン
美
術
館

に
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
裏
を
見
る
と
鶴
田
自
身
が
北
海
道
の
知
人
宛
に
書
い
た
手
紙
と
そ
の
方
に

届
い
た
鶴
田
の
死
亡
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
鶴
田
は
北
海
道
で
各
所
の
山
の
絵
を
描
い
た
記
録
も
あ
り
、
宛
名

の
方
か
ら
出
て
き
た
作
品
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
立
公
園
シ
リ
ー
ズ
三
〇
点
も
あ
り
日
本
山
林
美
術
協
会
も
設
立

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
層
雲
峡
を
さ
ら
っ
と
描
い
た
も
の
で
す
が
何
か
私
の
眼
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
鶴
田
と
中
村
は
戦
前
の
中
村
屋
サ
ロ
ン
で
友
人
で
し
た
。

中
井
嘉
文
（
東
京
都
練
馬
区
）

鶴
田
吾
郎
《
層
雲
峡
》

山
岳
画
家
。
そ
し
て
中
村
彜

鶴田吾郎（つるた・ごろう／ 1890 − 1969 年）
東京生れ。1906 年白馬会洋画研究所に通い、中村彝らと親交。20 年エロ
シェンコ像が帝展に入選。25 年太平洋美術学校教授。30 年渡欧。従軍画家。
アカデミー 46 美術研究所を開設。示現会創立会員。東京で没、78 歳。

鶴田吾郎《 層雲峡 》
油彩・板　30.0 × 24.0 cm　制作年不祥

Tsuruta Goro  Soun-kyo Gorge
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大
貫
松
三
氏
の
絵
と
出
合
っ
た
の
は
或
百
貨
店
の
著
名
な
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
こ
と
で
す
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
壁
に
と
て
も
良
い
具
合
に
絵
が
掛
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
多
く
は
今
回
の

絵
と
同
じ
雰
囲
気
の
静
物
画
で
し
た
。

　

一
寸
変
わ
っ
た
雰
囲
気
の
婦
人
像
も
あ
り
ま
し
た
。

　

従
業
員
の
方
に
絵
の
作
者
を
尋
ね
る
と
、
当
店
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
父
上
の
作
品
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
か

ら
ち
ょ
っ
と
調
べ
る
と
大
貫
松
三
氏
の
名
前
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
も
家
の
居
間
に
掛
け
る
の
に
ち
ょ
う
ど
良

い
雰
囲
気
の
絵
と
思
い
一
点
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

柿
と
栗
と
い
う
日
本
の
秋
を
代
表
す
る
も
の
を
静
か
な
バ
ッ
ク
に
描
い
て
い
ま
す
。
平
塚
に
縁
の
あ
る
方
で

平
塚
市
美
術
館
で
も
大
貫
松
三
展
が
開
か
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

　

湘
南
地
方
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て
「
湘
南
の
画
家
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。中

井
嘉
文
（
東
京
都
練
馬
区
）

大
貫
松
三
《
柿
と
栗
》

湘
南
の
画
家

大貫松三（おおぬき・まつぞう／ 1905 − 1982 年）
神奈川県生れ。1931 年東京美術学校西洋画科卒。37、38 年新文展で連続
特選。41 − 49 年創元会に出品。49 年立軌会創立会員。後に無所属となる。
川崎で没、76 歳。

大貫松三《 柿と栗 》
油彩・板　23.0 × 33.0cm　制作年不詳

Onuki Matsuzo  A Persimmon and Chestnuts
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こ
の
画
も
あ
る
画
廊
で
ふ
と
目
に
つ
い
て
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　

背
景
は
と
も
か
く
、
花
瓶
の
勢
い
あ
る
心
の
こ
も
っ
た
筆
の
タ
ッ
チ
、
女
性
と
は
思
え
ぬ
色
の
重
ね
具
合
、

一
寸
押
さ
れ
気
味
で
し
た
。

　

Ｈ
・
Ｓ
の
サ
イ
ン
か
ら
桜
井
浜
江
の
作
品
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

余
談
で
す
が
わ
の
会
の
放
談
会
に
こ
の
画
を
持
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
事
務
局
長
の
堀
さ
ん
も
同
じ
作
者
の
画

を
お
持
ち
に
な
り
、
偶
然
で
す
が
驚
い
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

作
者
は
山
形
市
う
ま
れ
で
結
婚
を
勧
め
る
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
上
京
、
フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム
運
動
の
中
心
人

物
の
里
見
勝
蔵
の
指
導
を
受
け
ま
す
。
里
見
の
率
い
る
独
立
美
術
協
会
と
、
後
に
三
岸
節
子
ら
と
結
成
し
た
女

流
画
家
協
会
を
舞
台
と
し
て
意
欲
的
な
作
品
を
描
き
続
け
ま
し
た
。
作
家
志
望
の
夫
秋
沢
三
郎
と
の
関
係
で
太

宰
治
、
壇
一
雄
ら
と
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
回
か
ら
出
品
を
つ
づ
け
た
桜
井
が
や
っ
と
独
立
美
術
協
会
で
会
員
に
な
れ
た
の
は
第
二
二
回
展
の
こ
と

で
し
た
。

中
井
嘉
文
（
東
京
都
練
馬
区
）

桜
井
浜
江
《
花
瓶
》

炎
た
つ
女
流
画
家

桜井浜江（さくらい・はまえ／ 1908 − 2007 年）
山形市生れ。1928 年「一九三〇年協会」の洋画研究所で学ぶ。里見勝蔵に
師事。47 年女流画家協会を設立。48 年独立賞。54 年独立美術協会会員。
79 年山形美術博物館、95 年青梅市立美術館で個展。東京で没、98 歳。

桜井浜江《 花瓶 》
油彩・キャンバス　43.0 × 36.0cm　制作年不詳

Sakurai Hamae  A Flower Vase



157 156

　

森
芳
雄
さ
ん
の
一
番
得
意
と
す
る
母
子
像
で
柔
ら
か
い
、
温
か
そ
う
な
光
に
包
ま
れ
た
若
い
母
子
像
で
毎
日

見
て
い
て
も
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

不
勉
強
で
森
さ
ん
の
こ
と
は
詳
し
く
は
存
じ
上
げ
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
に
似
た
雰
囲
気
の
絵
が
多
い
よ
う

に
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

児
童
書
の
挿
絵
を
多
く
手
掛
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
か
ら
も
想
像
で
き
ま
す
。

　

兎
に
角
毎
日
見
て
い
て
全
く
飽
き
ま
せ
ん
。

中
井
嘉
文
（
東
京
都
練
馬
区
）

森　

芳
雄
《
母
子
像
》

柔
ら
か
い
光
に
包
ま
れ
た
母
子
像

森　芳雄（もり・よしお／ 1908 − 1997 年）
東京生れ。本郷絵画研究所、「一九三〇年協会」の洋画研究所に通う。31 −
34 年パリに遊学。39 年自由美術家協会会員。57 年武蔵野美術大学教授。
64 年主体美術協会結成に参加。東京で没、89 歳。

森　芳雄《 母子像 》
油彩・キャンバス　40.0 × 31.0cm　制作年不詳

Mori Yoshio  Mother and Child
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い
わ
ゆ
る
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
は
小
川
が
流
れ
湿
地
帯
で
あ
っ
た
よ
う
な
現
在
の
要
町
付
近
か
ら
椎
名
町
、

東
長
崎
、
落
合
、
ま
た
北
の
板
橋
方
面
に
ま
で
広
が
っ
た
ア
ト
リ
エ
村
の
事
で
、
若
手
芸
術
家
が
多
く
住
ん
で

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
と
は
小
熊
秀
雄
が
名
づ
け
た
が
寺
田
は
そ
の
若
手
芸
術
家
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
り
、

ま
た
日
本
に
お
け
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
代
表
者
の
一
人
で
も
あ
り
ま
す
。

　

画
風
は
何
回
か
変
わ
っ
て
い
て
シ
ュ
ウ
ル
の
も
の
も
そ
れ
で
な
い
一
般
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
《
む

く
げ
》
は
そ
の
画
面
の
色
の
美
し
さ
、
マ
チ
エ
ー
ル
の
良
さ
で
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　

私
の
中
学
の
同
級
生
に
も
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
画
家
が
い
て
何
か
懐
か
し
い
響
き
が
し
ま
す
。

　

個
展
で
も
ご
子
息
の
寺
田
農
さ
ん
を
御
見
掛
け
し
て
お
話
し
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
寺
田
さ
ん
の
彩
色
版

画
三
点
も
我
が
家
の
壁
面
を
飾
っ
て
お
り
ま
す
。

中
井
嘉
文
（
東
京
都
練
馬
区
）

寺
田
政
明
《
む
く
げ
》

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
画
家　

寺
田
農み
の
りの
父

寺田政明（てらだ・まさあき／ 1912 − 1989 年）
福岡県八幡生れ。太平洋美術学校で学ぶ。独立展、NOVA展に出品。1936年エコール・
ド・東京結成。37 年独立美術協会賞。39 − 49 年美術文化協会結成。43 年新人画
会結成。50 − 64 年自由美術家協会会員。64 年主体美術協会結成。東京で没、77 歳。

寺田政明《 むくげ 》
油彩・キャンバス　40.0 × 54.0cm　制作年不詳

Terada Masaaki  Roses of Sharon
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今
井
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
と
私
の
家
と
は
裏
隣
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

練
馬
ア
ト
リ
エ
村
の
主
と
言
っ
て
も
よ
い
方
で
し
た
。
今
も
ご
遺
族
の
方
が
お
住
み
で
す
。
体
の
大
き
い
優

し
い
方
で
し
た
。
奥
様
の
喜
久
子
さ
ん
は
ピ
ア
ノ
教
師
で
今
井
さ
ん
の
お
世
話
を
よ
く
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
井
さ
ん
を
語
る
に
は
藤
田
嗣
治
と
の
関
係
を
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
戦
後
江
古
田
小
竹
町
に
住
ん
で
い
た
藤

田
が
自
転
車
で
今
井
家
に
来
て
、
前
か
ら
弟
子
だ
っ
た
今
井
さ
ん
を
一
年
貸
し
て
く
れ
と
頼
み
ま
し
た
。

　

奥
さ
ん
の
喜
久
子
さ
ん
は
ど
う
ぞ
と
快
諾
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
藤
田
が
ア
メ
リ
カ
経
由
で
フ
ラ
ン
ス
に
帰

る
ま
で
真
面
目
に
お
手
伝
い
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

今
井
の
絵
は
細
い
面
相
筆
を
使
う
な
ど
藤
田
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
モ
チ
ー
フ
、
輪
郭
の
と

り
か
た
そ
の
他
苦
労
し
て
今
井
色
を
出
し
て
お
り
、
特
に
バ
ラ
と
花
瓶
の
絵
は
今
井
の
バ
ラ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
ア
メ
リ
カ
の
田
舎
風
景
、
猫
の
絵
も
有
名
で
す
。

中
井
嘉
文
（
東
京
都
練
馬
区
）

今
井
ロ
ヂ
ン
《
バ
ラ
と
花
瓶
》

今
井
ロ
ヂ
ン
と
藤
田
嗣
治
・
隣
の
お
じ
さ
ん

今井ロヂン（いまい・ろぢん／ 1909 − 1994 年）
満州生れ。太平洋美術学校本科油絵科修了。1941 − 49 年藤田嗣治に師事。
中央公論社画廊、スルガ台画廊で個展。70 年二科会会員。75 年二科会員
努力賞。94 年没、85 歳。

今井ロヂン《 バラと花瓶 》
油彩・キャンバス　40.0 × 31.0cm　制作年不詳

Imai Rojin  A Vase with Roses


